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シーバスフィッシングの醍醐味のひとつに、迫力のあるバイト、そ
して派手なヘッドシェイク！ これらの様に目で見て興奮させてくれ
る楽しさがあります。

特にこの楽しさを味わうには「トップゲーム！」。このトップゲー
ムで出る「水面炸裂のバイト！」これは本当に興奮します！

そこで、LONGIN 第四弾ルアーとして発売させて頂いたのが「JIN 
PEN（ジンペン）」です。この JINPEN は、従来のドッグウォークさ
せるトップウォータープラグではなく、シーバスフィッシングでは新
しいカテゴリーとなる「ダイビングペンシル」になります。

シーバストップゲームを簡単にするルアー！
まず、ダイビングペンシルとは何か !?　これは現在では青物など

を狙うときに「誘い出し」で使われていることが多いルアーです。
この「誘い出し」はシーバスフィッシングにも効果的で、テストで
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も数々のシーバスと出会え、トップゲームの醍醐味、「水面炸裂バイ
ト！」を味あわせてくれました！　実は……テストで有ることを忘れ
て楽しんでしまったのはここだけの話です ( 笑 )

JINPEN の特徴としてまず上げたいのは、作業過程です。職人達の
手によってボディーの下地処理からアルミ貼りを施し、塗装はリアル
なベイトフィッシュを演出させるために、背中にマジョーラ、お腹に
銀粉、そしてコーティング作業を数十回と重ね、強度を出すようにし
ております。

ハンドメイドルアーと同レベルの作業工程、まさにこれはビルダー
伊藤氏のルアーへの想い！

JINPEN は LONGIN の拘りの詰まったルアーとなっております。
そして、シーバスはもちろんですが、貫通ワイヤー仕様、３フック

から２フック（大きい番手）も積めるセッティングになっているので、
青物なども安心して狙う事ができ、幅の広いターゲットで遊んで頂け
ます。
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シーバスでは軽めのアクションが使い方のコツ！
JINPEN のアクションは、軽くトゥイッチさせた時にルアーがダイ

ブすると同時に、頭に搭載したカップによって高音質なダイブ音と共
にスプラッシュを起こし不規則な動きを起こす「パニックダート」。
音、スプラッシュ、不規則な動き、これらの融合によってシーバスに
捕食スイッチを入れ、バイトに持ち込みます！

そしてここからは JINPEN の詳しい使い方やメソッドをいくつか
ご紹介させて頂きます。

まず JINPEN の使い方！ JINPEN は水に浮かせると頭を水面から
出しほぼ垂直浮き姿勢です。それをロッドアクションによってダイブ
（潜らせる）させて浮かせる！ そしてまたダイブさせる！ この繰り
返しです。

トップはデイゲームが面白いが、アピー
ルの高いジンペンはナイトゲームでも集
魚効果バツグンだ！
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使い方のキモは「しっかりとダイブさせる！」こと。先にも書きま
したが、ダイブさせる事によってスプラッシュやダートアクションを
起こさせるので、これが一番大事です。

シーバス狙いの場合は、軽くトゥイッチするだけでダイブしてくれ
ますので、ダイブさせたら軽く糸フケを取って、そして浮いたらまた
トゥイッチさせてダイブ！ これをリズム良く繰り返すことが基本動
作になります。

上手くダイブしない要因としては、
○アクションをつける時の力が強すぎる！（但し。青物狙いの場合
は力強いアクションが有効！）
○水面とラインとの角度が大き過ぎる！
この２つが原因の場合が多いです。
JINPEN を初めて使う方は、いきなりフルキャストするのではな

く、アクションの力加減やダイブしてから浮くまでの感覚を掴むのた
めに、まずは近くでアクションや動きの感覚を確かめて頂けると良い
でしょう。

ラインの角度についてですが、足場の高い場所などではロッドを下
げて丁度良い角度を探し、逆にウェーディングなどの場合はロッドを
横にアクションをつけてあげると良いと思います。

ジンペンの浮き姿勢。独自のバランス設計が、軽いアクションで高アピールを発揮する。
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応用次第で様々なシチュエーション下で水面炸裂！
ここまでは基本動作になりましたが、今度は応用編です。
ダイブさせる時のアクションを強くすると、当然ですがダイブ音・

スプラッシュ・ダートは激しくなります。この時注意するのは、アク
ションをつけた時にジンペンが水面に飛び出さない程度の力加減で行
う事です。

そして、ダイブさせた時に浮く前にリーリングすれば、その間ルアー
は潜ったままフラフラと不規則なアクションで泳いでくれます。

あとは、リトリーブしながらロッドのティップを使いシェイクする
イメージで連続アクションさせると、水面直下を激しくアクションし
ながらシーバスを誘う事もできます。

ですから、まずは基本動作で探り、反応が無ければ先ほど書いたア
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山内勝己（やまうち・かつみ）
fimoアドバンスとして日々活動する山内氏は、千葉県の河川や干
潟をメインフィールドとし、時期や時間を問わず安定的な釣果を
上げている凄腕のシーバスアングラー。LONGINとは、第一弾ル
アーKICKBEATモニターとして参加後、PLEXのテストにおいて
高い功績を残し、正式にフィールドテスターとして契約。

クションの強さ・水に潜る長さなど、その時のヒットパターンを探し
てみるのが良いでしょう。

最後に、私がよく使うメソッドを紹介します。
オープンエリアなどで大きく探る場合は、先述の基本動作で書いた

使い方がメインとなりますが、例えば河川などでシーバスの着いてい
るであろうピンスポットや、ナイトゲームで定番の明暗の境目に流し
込む時に、その手前でワンアクション入れてアピールしてからゆっく
りとリトリーブしながら流し込んだり、ティップでシェイクさせフラ
フラとアクションさせながら流し込むと、気持ち良く水面炸裂してく
れる時もあります！

このように河川での流し込みで使用する場合、ダウンクロスまたは
ダウンの釣りとなるので、ルアーは常に流れの抵抗を受けていること
になります。ですから、この状態でアクションを加える時は、そのあ
と少しロッドを送り込んであげて、テンションを緩めてあげるのがコ
ツとなります。

ここまで JINPEN について書かせて頂きましたが、開発から製造
まで拘りの詰まったルアー！

そして、トップゲームの醍醐味の「水面炸裂バイト！」
JINPEN はこのトップゲームを簡単に楽しむ事の出来るルアーです

ので、是非体験して頂きたいと思っております！
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